













越後谷　明　恵　The Significance of Ghosts in Victorian Women's Writing: Emily Brontë's 
Wuthering Heights, Elizabeth Gaskell's “The Old Nurses’ Story, ” and Mary 
Elizabeth Braddon's “At Chrighton Abbey”
押　田　昊　子　The Characters in the Middle Position in E.M.Forster's Novels














鹿　野　浩　子　How Interaction Takes Place When Quasi-internal Monologues Occur: A 
Comparative Study in Japanese and American English
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藤　田　　　葵　The Influence of Japanese Design Clothes in England in The Latter Half of 
The Nineteenth Century













































































田　畑　佳　苗　（アメリカ文学）Toni MorrisonのThe Bluest Eye における、美醜と自己嫌悪
について 
山　本　綺　音　（イギリス文化研究）イギリス社会と芸術の関係性
春　山　啓　子　（イギリス文学）20世紀初頭Londonの女性journalist：Beatrice Hastingsにつ
いて
後期１年
阿　部　あかり　（言語・英語研究）日英語の談話におけるイントネーションの使用と機能
井　上　亜　紗　（アメリカ文学）Saul Bellow作品における伝記：他者が語る物語について
杉　崎　美　生　（言語・英語研究）相互行為における「なんか」の機能分析
櫻　田　怜　佳　（言語・英語研究）パブリック・スピーチにおける談話構造の日英語比較研究
渡　邊　彩　子　（イギリス文学）William Shakespeareの悲劇Hamletにおける、プラトン的な
カタルシスと、肉体と魂の問題について
後期２年
海老名　　　恵　（イギリス文化研究） ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティの詩と絵画にみる恋
愛観
小　澤　　　雅　（言語・英語研究）日英語相互行為における一人称代名詞の使用の機能
甲　野　惠　子　（イギリス文学）Evelyn Waughの作品研究
西　貝　真　紀　（アメリカ文学）J.D.Salinger作品における東洋宗教
後期３年
加　藤　彩　雪　（イギリス文学）D. H. ロレンスのKangarooにおけるbushと政治共同体
鹿　野　浩　子　（言語・英語研究）インタラクションにおける疑似独話の日英語比較研究
藤　田　　　葵　（イギリス文学）19世紀後半以降のイギリスの女性の服飾と女性らしさについ
て
廣　瀬　絵　美　（イギリス文化研究）19世紀後半から20世紀半ばまでのフォークソングリヴァ
イヴァル運動の歴史と文化的背景
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前期１年
厚　澤　友　里　（ドイツ中世史）中世後期のケルン商人の貿易ネットワークをロンドン貿易を
中心に検討する。
北　澤　裕　佳　（フランス近代史）複製画の販売による画商と画家、出版業界との関係の変化
を中心に検討する。
佐　藤　亜莉華　（日本中世史）中世における醍醐寺の法流について三宝院門跡満済を中心に検
討する。
中　村　優　希　（日本近世史）幕末期における薩摩藩の軍備について島津斉彬を中心に検討する。
西　岡　　　泉　（日本中世史）足利将軍近侍の同朋衆に対する内外からの批判についての検証
と同朋衆の変遷についての考察を行う。
三　木　梨彩子　（日本中世史）木食応其の宗教行為に関して義演准后日記とその紙背文書を中
心に検討する。
前期２年
饗　庭　早　苗　（日本中世史）東大寺修二会と講社　―　名張一ノ井松明調進講を中心に調査
研究し、地元に伝承する「道観長者伝説」と講の関わりを検討する。
荒　井　美　保　（日本近代史）近世後期の鶴見村における家族構成の変化について検討する。
伊吾田　絵梨香　（東洋近代史）20世紀初頭における東アジアの「文字改革」について検討する。
黒　澤　　　萌　（日本近世史）地方知行制における上杉景勝の藩制について検討する。
是　恒　香　琳　（日本近代史）成瀬仁蔵の帰一思想を中心に検討する。
小谷津　安　里　（西洋近代史）敬虔主義とスピノザ主義を踏まえた、ゲーテの汎神論的宗教観
に基づく文学作品について検討する。
鈴　木　舞　子　（日本中世史）東大寺僧弁暁の唱導史料を中心に用いて、中世における唱導文
化の興隆について検討する。
中　根　花　奈　（中国史）『三國志』やその周辺史料を用い、史料編纂の背景について検討する。
森　本　町　子　（日本近現代史）女性客室乗務員（航空）の変遷を、戦前から戦後を通して検討
する。
児　玉　恵　美　（中東現代史）1948年イスラエル建国に伴い、祖国を追放された離散パレスチ
ナ人が祖国帰還を目指してフェダーイーン（ゲリラ）に身を投じたプロセスに
ついて検討する。
後期１年
渡　邊　美　樹　（契丹史）契丹における「燕雲十六州」獲得の意義を再考し、この地の獲得を
契機に確立された契丹の統治体制の実態を検討する。
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後期２年
姜　　　錫　正　（日本中世史）日本中世真言密教における教学思想の発展過程について検討する。
後期３年
岩　場　由利子　（西洋現代史）仏領サハラ以南アフリカにおける脱植民地化の過程をフランス
議会の議事録などを用いて検討する。
小　谷　量　子　（日本中世史）洛中洛外図屏風歴博甲本と上杉本を中心に、歌絵との関係及び、
戦国期幕府について研究する。
宮　城　満里奈　（西洋中世史）十五世紀イングランドにおける予言と政治
